
スパニングツリープロトコルの設定

この章では、Catalyst devicesのポートベースVLAN（仮想LAN）上でスパニングツリープロト
コル（STP）を設定する方法について説明します。このdeviceは、IEEE802.1D標準に準拠した
Per-VLAN Spanning-Tree plus（PVST+）とシスコ独自の拡張機能の組み合わせか、もしくは
IEEE 802.1w標準に準拠した Rapid Per-VLAN Spanning-Tree plus（Rapid PVST+）プロトコルの
いずれかを使用できます。スイッチスタックは、ネットワークのその他の部分に対しては単一

のスパニングツリーノードに見え、すべてのスタックメンバが同一のブリッジ IDを使用しま
す。

•機能情報の確認（1ページ）
• STPの制約事項（1ページ）
•スパニングツリープロトコルに関する情報（2ページ）
•スパニングツリー機能の設定方法（14ページ）
•スパニングツリーステータスのモニタリング（28ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォーム

およびソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリース

のリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、https://cfnng.cisco.com/に進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

STPの制約事項
•ルート deviceとしてdeviceを設定しようとする場合、ルート deviceにするために必要な値
が 1未満だと、失敗します。
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•ネットワークが、拡張システム IDをサポートするdevicesとサポートしないものの両方で
構成されている場合、拡張システム IDをサポートするdeviceがルート deviceになる可能性
は低くなります。古いソフトウェアを実行している接続devicesの優先度よりVLAN番号が
大きい場合は常に、拡張システム IDによってdevice優先度の値が増加します。

•各スパニングツリーインスタンスのルートdeviceは、バックボーンまたはディストリビュー
ションdeviceでなければなりません。アクセスdeviceをスパニングツリープライマリルー
トとして設定しないでください。

スパニングツリープロトコルに関する情報

スパニングツリープロトコル

スパニングツリープロトコル（STP）は、ネットワーク内のループを回避しながらパスを冗長
化するためのレイヤ 2リンク管理プロトコルです。レイヤ 2イーサネットネットワークが正常
に動作するには、任意の 2つのステーション間で存在できるアクティブパスは 1つだけです。
エンドステーション間に複数のアクティブパスがあると、ネットワークにループが生じます。

ネットワークにループが存在すると、エンドステーションがメッセージを重複して受信する可

能性があります。また、Devicesが複数のレイヤ 2インターフェイス上のエンドステーション
MACアドレスを学習する可能性もあります。このような状況によって、ネットワークが不安
定になります。スパニングツリーの動作は透過的であり、エンドステーション側で、単一LAN
セグメントに接続されているのか、複数セグメントからなるスイッチド LANに接続されてい
るのかを検出することはできません。

STPは、スパニングツリーアルゴリズムを使用し、スパニングツリーのルートとして冗長接続
ネットワーク内のdeviceを 1つ選択します。アルゴリズムは、次に基づき、各ポートに役割を
割り当て、スイッチドレイヤ2ネットワークを介して最良のループフリーパスを算出します。
アクティブトポロジでのポートの役割：

•ルート：スパニングツリートポロジに対して選定される転送ポート

•指定：各スイッチド LANセグメントに対して選定される転送ポート

•代替：スパニングツリーのルートブリッジへの代替パスとなるブロックポート

•バックアップ：ループバックコンフィギュレーションのブロックポート

すべてのポートに役割が指定されているdevice、またはバックアップの役割が指定されている
スイッチはルート deviceです。少なくとも 1つのポートに役割が指定されているdeviceは、指
定deviceを意味します。

冗長データパスはスパニングツリーによって、強制的にスタンバイ（ブロックされた）ステー

トにされます。スパニングツリーのネットワークセグメントでエラーが発生したときに冗長パ

スが存在する場合は、スパニングツリーアルゴリズムがスパニングツリートポロジを再計算

し、スタンバイパスをアクティブにします。Devicesは次のように呼ばれるスパニングツリー
フレームを送受信します。（ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）と呼ばれる）を
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定期間隔で送受信します。devicesはこのフレームを転送しませんが、このフレームを使用して
ループフリーパスを構築します。 BPDUには、deviceおよびMACアドレス、deviceの優先順
位、ポートの優先順位、およびパスコストを含む、送信側deviceとそのポートに関する情報が
含まれます。スパニングツリーはこの情報を使用して、スイッチドネットワーク用のルート

deviceおよびルートポートを選定し、さらに、各スイッチドセグメントのルートポートおよ
び指定ポートを選定します。

deviceの 2つのポートがループの一部である場合、 spanning-tree および、パスコスト設定は、
どのポートがフォワーディングステートになるか、およびどのポートがブロッキングステー

トになるかを制御します。スパニングツリーポートプライオリティ値は、ネットワークトポ

ロジにおけるポートの位置とともに、トラフィック転送におけるポートの位置がどれだけ適切

であるかを表します。Theコスト値は、メディア速度を表します。

デフォルトではdeviceは、Small Form-Factor Pluggable（SFP）モジュールを備えていない
インターフェイスにだけ、（接続が稼働していることを確認するために）キープアライ

ブメッセージを送信します。[no]keepaliveインターフェイスコンフィギュレーションコ
マンドをキーワードなしで入力すると、インターフェイスのデフォルトを変更できます。

（注）

スパニングツリートポロジと BPDU

スイッチドネットワーク内の安定したアクティブスパニングツリートポロジは、次の要素に

よって制御されます。

• device上の各 VLANに関連付けられた一意のブリッジ ID（device優先度およびMACアド
レス）。

•ルート deviceに対するスパニングツリーパスコスト。

•各レイヤ 2インターフェイスに対応付けられたポート ID（ポートプライオリティおよび
MACアドレス）。

ネットワーク内のdevicesに電源が入ると、各機能はルート deviceとして機能します。各device
は、そのすべてのポートからコンフィギュレーションBPDUを送信します。BPDUによって通
信が行われ、スパニングツリートポロジが計算されます。各設定 BPDUには、次の情報が含
まれています。

•送信deviceがルート deviceとして識別するdeviceの一意のブリッジ ID。

•ルートまでのスパニングツリーパスコスト

•送信deviceのブリッジ ID。

•メッセージエージ

•送信側インターフェイス ID

• helloタイマー、転送遅延タイマー、および max-ageプロトコルタイマーの値
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deviceは、優位な情報（より小さいブリッジ ID、より低いパスコストなど）が含まれているコ
ンフィギュレーションBPDUを受信すると、そのポートに対する情報を保存します。このBPDU
をdeviceのルートポート上で受信した場合、そのdeviceが指定deviceとなっているすべての接続
LANに、更新したメッセージを付けて BPDUを転送します。

deviceは、そのポートに現在保存されている情報よりも下位の情報を含むコンフィギュレーショ
ン BPDUを受信した場合は、その BPDUを廃棄します。deviceが下位 BPDUを受信した LAN
の指定deviceである場合、そのポートに保存されている最新情報を含む BPDUをその LANに
送信します。このようにして下位情報は廃棄され、優位情報がネットワークで伝播されます。

BPDUの交換によって、次の処理が行われます。

•ネットワーク内の 1つのdeviceがとして選択されます。ルート device（スイッチドネット
ワークのスパニングツリートポロジーの論理的な中心）。箇条書きの項目の下の図を参照

してください。

VLANごとに、device優先度が最も高い（最も小さい数字の優先順位の値）deviceがルート
deviceとして選択されます。すべてのdevicesがデフォルトの優先度（32768）で設定されて
いる場合、VLAN内でMACアドレスの最も小さいdeviceがルートdeviceになります。device
の優先順位の値は、ブリッジ IDの最上位ビットを占めます。

• deviceごとに（ルートdeviceを除く）、ルートポートが1つ選択されます。このポートは、
deviceからルート deviceにパケットを転送するときに最適パス（最小コスト）を提供しま
す。

•ルート deviceへの最短距離は、パスコストに基づいてdeviceごとに計算されます。

• LANセグメントごとに指定deviceが選択されます。指定deviceは、その LANからルート
deviceにパケットを転送するときの最小パスコストを提供します。DPは、指定deviceが
LANに接続されているポートです。

logging event spanning treeコマンドが複数のインターフェイスに設定され、トポロジが変
更されると、複数のロギングメッセージが発生し、CPU使用率が高くなることがありま
す。これにより、スイッチが STP Bpduの処理をドロップまたは遅延させる可能性があり
ます。

この動作を防ぐには、logging event spanning treeおよび logging event statusコマンドを削
除するか、コンソールへのロギングを無効にします。

（注）

スイッチドネットワーク上のいずれの地点からもルートdeviceに到達する場合に必要のないパ
スはすべて、スパニングツリーブロッキングモードになります。

ブリッジ ID、デバイスプライオリティ、および拡張システム ID

IEEE802.1D標準では、それぞれのdeviceに固有のルートdeviceの選択を制御するブリッジ識別
子（ブリッジ ID）が必要です。各VLANは PVST+とRapid PVST+によって異なる論理ブリッ
ジと見なされるので、同一のdeviceは設定された各 VLANとは異なるブリッジ IDを保有して
いる必要があります。device上の各 VLANには一意の 8バイトブリッジ IDが設定されます。
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上位の 2バイトはdeviceプライオリティに使用され、残りの 6バイトがdeviceのMACアドレス
から取得されます。

deviceでは IEEE 802.1tスパニングツリー拡張機能がサポートされ、従来はdeviceプライオリ
ティに使用されていたビットの一部が VLAN IDとして使用されるようになりました。その結
果、deviceに割り当てられるMACアドレスが少なくなり、より広い範囲のVLAN IDをサポー
トできるようになり、しかもブリッジ IDの一意性を損なうこともありません。

従来はdeviceプライオリティに使用されていた 2バイトが、4ビットのプライオリティ値と 12
ビットの拡張システム ID値（VLAN IDと同じ）に割り当てられています。

表 1 :デバイスプライオリティ値および拡張システム ID

拡張システム ID（VLAN IDと同設定）プライオリティ値
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ビッ
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ト
14

ビッ

ト
15

ビッ

ト
16

124816326412825651210242048409681921638432768

スパニングツリーは、ブリッジ IDをVLANごとに一意にするために、拡張システム ID、device
プライオリティ、および割り当てられたスパニングツリーMACアドレスを使用します。

拡張システム IDのサポートにより、ルート device、セカンダリルート device、および VLAN
のdeviceプライオリティの手動での設定方法に影響が生じます。たとえば、deviceのプライオ
リティ値を変更すると、deviceがルート deviceとして選定される可能性も変更されることにな
ります。大きい値を設定すると可能性が低下し、値が小さいと可能性が増大します。

指定されたVLANのルート deviceに 24576に満たないdeviceプライオリティが設定されている
場合は、deviceはその VLANについて、自身のプライオリティを最小のdeviceプライオリティ
より 4096だけ小さい値に設定します4096は、表に示すように 4ビット deviceスイッチプライ
オリティ値の最下位ビットの値です。

ポートプライオリティとパスコスト

ループが発生した場合、スパニングツリーはポートプライオリティを使用して、フォワーディ

ングステートにするインターフェイスを選択します。最初に選択されるインターフェイスには

高いプライオリティ値（小さい数値）を割り当て、最後に選択されるインターフェイスには低

いプライオリティ値（高い数値）を割り当てることができます。すべてのインターフェイスに

同じプライオリティ値が与えられている場合、スパニングツリーはインターフェイス番号が最

小のインターフェイスをフォワーディングステートにし、他のインターフェイスをブロックし

ます。

スパニングツリーパスコストのデフォルト値は、インターフェイスのメディア速度に基づき

ます。ループが発生した場合、スパニングツリーはコストを使用して、フォワーディングス

テートにするインターフェイスを選択します。最初に選択されるインターフェイスには低いコ

スト値を割り当て、最後に選択されるインターフェイスには高いコスト値を割り当てることが

できます。すべてのインターフェイスに同じコスト値が与えられている場合、スパニングツ
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リーはインターフェイス番号が最小のインターフェイスをフォワーディングステートにし、他

のインターフェイスをブロックします。

deviceがdeviceスタックのメンバーの場合は、最初に選択させたいインターフェイスには小さ
いコスト値を与え、最後に選択させたいインターフェイスには（ポートプライオリティを調整

せずに）大きいコスト値を与えます。詳細については、関連項目を参照してください。

スパニングツリーインターフェイスステート

プロトコル情報がスイッチド LANを通過するとき、伝播遅延が生じることがあります。その
結果、スイッチドネットワークのさまざまな時点および場所でトポロジーの変化が発生しま

す。インターフェイスがスパニングツリートポロジに含まれていない状態からフォワーディン

グステートに直接移行すると、一時的にデータループが形成されることがあります。インター

フェイスは新しいトポロジ情報がスイッチド LAN上で伝播されるまで待機し、フレーム転送
を開始する必要があります。インターフェイスはさらに、古いトポロジで使用されていた転送

フレームのフレーム存続時間を満了させることも必要です。

スパニングツリーを使用しているdeviceの各レイヤ 2インターフェイスは、次のいずれかのス
テートになります。

•ブロッキング：インターフェイスはフレーム転送に関与しません。

•リスニング：インターフェイスをフレーム転送に関与させることをスパニングツリーが決
定した場合、ブロッキングステートから最初に移行するステートです。

•ラーニング：インターフェイスはフレーム転送に関与する準備をしている状態です。

•フォワーディング：インターフェイスはフレームを転送します。

•ディセーブル：インターフェイスはスパニングツリーに含まれません。シャットダウン
ポートであるか、ポート上にリンクがないか、またはポート上でスパニングツリーインス

タンスが稼働していないためです。

インターフェイスは次のように、ステートを移行します。

•初期化からブロッキング

•ブロッキングからリスニングまたはディセーブル

•リスニングからラーニングまたはディセーブル

•ラーニングからフォワーディングまたはディセーブル

•フォワーディングからディセーブル

スパニングツリープロトコルの設定
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図 1 :スパニングツリーインターフェイスステート

インターフェイスはこれらのステート間を移動します。

デフォルト設定では、deviceを起動するとスパニングツリーがイネーブルになります。その後、
deviceの各インターフェイス、VLAN、ネットワークがブロッキングステートからリスニング
およびラーニングという移行ステートを通過します。スパニングツリーは、フォワーディング

ステートまたはブロッキングステートで各インターフェイスを安定させます。

スパニングツリーアルゴリズムがレイヤ 2インターフェイスをフォワーディングステートに
する場合、次のプロセスが発生します。

1. スパニングツリーがインターフェイスをブロッキングステートに移行させるプロトコル情
報を待つ間、インターフェイスはリスニングステートになります。

2. スパニングツリーは転送遅延タイマーの満了を待ち、インターフェイスをラーニングス
テートに移行させ、転送遅延タイマーをリセットします。

3. ラーニングステートの間、deviceが転送データベースのエンドステーションの位置情報を
学習しているとき、インターフェイスはフレーム転送をブロックし続けます。

4. 転送遅延タイマーが満了すると、スパニングツリーはインターフェイスをフォワーディン
グステートに移行させ、このときラーニングとフレーム転送の両方が可能になります。

ブロッキングステート

ブロッキングステートのレイヤ2インターフェイスはフレームの転送に関与しません。初期化
後、deviceの各インターフェイスにBPDUが送信されます。deviceは最初、他のdevicesとBPDU
を交換するまで、ルートとして動作します。この交換により、ネットワーク内でどのdeviceが
ルートまたはルート deviceになるかが確立されます。ネットワーク内にdeviceが 1つしかない
場合は交換は行われず、転送遅延タイマーが満了し、インターフェイスがリスニングステート

になります。インターフェイスはdeviceの初期化後、必ずブロッキングステートになります。

ブロッキングステートのインターフェイスは、次の機能を実行します。

•インターフェイス上で受信したフレームを廃棄します。

スパニングツリープロトコルの設定
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•転送用に他のインターフェイスからスイッチングされたフレームを廃棄します。

•アドレスを学習しません。

• BPDUを受信します。

リスニングステート

リスニングステートは、ブロッキングステートを経て、レイヤ 2インターフェイスが最初に
移行するステートです。インターフェイスがリスニングステートになるのは、スパニングツ

リーによってそのインターフェイスのフレーム転送への関与が決定された場合です。

リスニングステートのインターフェイスは、次の機能を実行します。

•インターフェイス上で受信したフレームを廃棄します。

•転送用に他のインターフェイスからスイッチングされたフレームを廃棄します。

•アドレスを学習しません。

• BPDUを受信します。

ラーニングステート

ラーニングステートのレイヤ2インターフェイスは、フレームの転送に関与できるように準備
します。インターフェイスはリスニングステートからラーニングステートに移行します。

ラーニングステートのインターフェイスは、次の機能を実行します。

•インターフェイス上で受信したフレームを廃棄します。

•転送用に他のインターフェイスからスイッチングされたフレームを廃棄します。

•アドレスを学習します。

• BPDUを受信します。

フォワーディングステート

フォワーディングステートのレイヤ2インターフェイスは、フレームを転送します。インター
フェイスはラーニングステートからフォワーディングステートに移行します。

フォワーディングステートのインターフェイスは、次の機能を実行します。

•インターフェイス上でフレームを受信して転送します。

•他のインターフェイスからスイッチングされたフレームを転送します。

•アドレスを学習します。

• BPDUを受信します。

スパニングツリープロトコルの設定
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ディセーブルステート

ブロッキングステートのレイヤ2インターフェイスは、フレームの転送やスパニングツリーに
関与しません。ディセーブルステートのインターフェイスは動作不能です。

ディセーブルインターフェイスは、次の機能を実行します。

•インターフェイス上で受信したフレームを廃棄します。

•転送用に他のインターフェイスからスイッチングされたフレームを廃棄します。

•アドレスを学習しません。

• BPDUを受信しません。

デバイスまたはポートがルートデバイスまたはルートポートになる仕組み

ネットワーク上のすべてのdevicesがデフォルトのスパニングツリー設定で有効になっている場
合、最小のMACアドレスを持つdeviceがルート deviceになります。

図 2 :スパニングツリートポロジ

デバイス Aはルート deviceとして選択されます。すべてのdevicesのdeviceの優先度がデフォル
ト（32768）に設定されており、デバイスAのMACアドレスが最も小さいためです。ただし、
トラフィックパターン、転送インターフェイスの数、またはリンクタイプによっては、デバ

イス Aが最適なルート deviceとは限りません。ルート deviceになるように、最適なdeviceのプ
ライオリティを引き上げる（数値を引き下げる）と、スパニングツリーの再計算が強制的に行

われ、最適なdeviceをルートとした新しいトポロジが形成されます。

スパニングツリートポロジがデフォルトのパラメータに基づいて算出された場合、スイッチド

ネットワークの送信元エンドステーションから宛先エンドステーションまでのパスが最適に

ならない場合があります。たとえば、ルートポートよりプライオリティの高いインターフェイ

スに高速リンクを接続すると、ルートポートが変更される可能性があります。最高速のリンク

をルートポートにすることが重要です。

たとえば、デバイス Bのあるポートがギガビットイーサネットリンクで、デバイス上の別の
ポート（10/100リンク）がルートポートであると仮定します。ネットワークトラフィックは
ギガビットイーサネットリンクに流す方が効率的です。ギガビットイーサネットポートのス

パニングツリーポートプライオリティをルートポートより高くする（数値を小さくする）と、

ギガビットイーサネットポートが新しいルートポートになります。

スパニングツリープロトコルの設定
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スパニングツリーおよび冗長接続

図 3 :スパニングツリーおよび冗長接続

2つのdeviceインターフェイスを別の 1台のデバイス、または 2台の異なるデバイスに接続す
ることにより、スパニングツリーを使用して冗長バックボーンを作成できます。スパニングツ

リーは一方のインターフェイスを自動的にディセーブルにし、他方でエラーが発生した場合に

はそのディセーブルにしていた方をイネーブルにします。一方のリンクが高速で、他方が低速

の場合、必ず、低速の方のリンクがディセーブルになります。速度が同じ場合、ポート優先度

とポート IDが加算され、最大値を持つリンクがスパニングツリーによって無効にされます。

EtherChannelグループを使用して、devices間に冗長リンクを設定することもできます。

スパニングツリーアドレスの管理

IEEE 802.1Dでは、各種ブリッジプロトコルに使用させるために、0x00180C2000000～
0x0180C2000010の範囲で17のマルチキャストアドレスが規定されています。これらのアドレ
スは削除できないスタティックアドレスです。

スパニングツリーステートに関係なく、スタック内の各deviceは 0x0180C2000000～
0x0180C2000000のアドレス宛てのパケットを受信しますが、転送は行いません。

スパニングツリーが有効になっている場合、deviceまたはスタック 内の各 deviceの CPUは
0x0180C2000000および0x0180C2000010宛てのパケットを受信します。スパニングツリーが無
効になっている場合は、deviceまたはスタック 内の各 deviceは、それらのパケットを不明の
マルチキャストアドレスとして転送します。

接続を維持するためのエージングタイムの短縮

ダイナミックアドレスのエージングタイムはデフォルトで5分です。これは、macaddress-table
aging-timeグローバルコンフィギュレーションコマンドのデフォルトの設定です。ただし、
スパニングツリーの再構成により、多数のステーションの位置が変更されることがあります。

このようなステーションは、再構成中、5分以上にわたって到達できないことがあるので、ア
ドレステーブルからステーションアドレスを削除し、改めて学習できるように、アドレスエー

ジングタイムが短縮されます。スパニングツリー再構成時に短縮されるエージングタイムは、

スパニングツリープロトコルの設定
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転送遅延パラメータ値（spanning-tree vlan vlan-id forward-time secondsグローバルコンフィ
ギュレーションコマンド）と同じです。

各 VLANはそれぞれ独立したスパニングツリーインスタンスであるため、deviceは VLAN単
位でエージングタイムを短縮します。あるVLANでスパニングツリーの再構成が行われると、
その VLANで学習されたダイナミックアドレスがエージングタイム短縮の対象になります。
他のVLANのダイナミックアドレスは影響を受けず、deviceで設定されたエージング間隔がそ
のまま保持されます。

スパニングツリーモードおよびプロトコル

このdeviceでサポートされるモードおよびプロトコルは、次のとおりです。

• PVST+：このスパニングツリーモードは、IEEE 802.1D標準およびシスコ独自の拡張機能
に準拠します。PVST+はdevice上の各 VLANでサポートされる最大数まで動作し、各
VLANにネットワーク上でのループフリーパスを提供します。

PVST+は、対象となる VLANにレイヤ 2ロードバランシングを提供します。ネットワー
ク上の VLANを使用してさまざまな論理トポロジを作成し、特定のリンクに偏らないよ
うにすべてのリンクを使用できるようにします。VLAN上のPVST+インスタンスごとに、
それぞれ 1つのルート deviceがあります。このルート deviceは、そのVLANに対応するス
パニングツリー情報を、ネットワーク上の他のすべてのdevicesに伝送します。このプロセ
スにより、各deviceがネットワークに関する共通の情報を持つため、ネットワークトポロ
ジが確実に維持されます。

• RapidPVST+：このスパニングツリーモードは、IEEE802.1w標準に準拠した高速コンバー
ジェンスを使用する以外はPVST+と同じです。15.2(4)Eリリース以降、STPのデフォルト
モードはRapid PVST+です。高速コンバージェンスを行うため、Rapid PVST+はトポロジ
変更を受信すると、ポート単位でダイナミックに学習したMACアドレスエントリをただ
ちに削除します。このような場合、PVST+では、ダイナミックに学習したMACアドレス
エントリには短いエージングタイムが使用されます。

RapidPVST+はPVST+と同じ設定を使用しているので（特に明記する場合を除く）、device
で必要なことは最小限の追加設定のみです。Rapid PVST+の利点は、大規模な PVST+の
インストールベースを Rapid PVST+に移行する際に、複雑なマルチスパニングツリープ
ロトコル（MSTP）設定の学習やネットワーク再設定の必要がないことです。RapidPVST+
モードでは、各 VLANは独自のスパニングツリーインスタンスを最大数実行します。

• MSTP：このスパニングツリーモードは IEEE802.1s標準に準拠しています。複数のVLAN
を同一のスパニングツリーインスタンスにマッピングし、多数の VLANをサポートする
場合に必要となるスパニングツリーインスタンスの数を減らすことができます。MSTPは
Rapid Spanning-Tree Protocol（RSTP）（IEEE 802.1w準拠）上で実行され、転送遅延を解消
し、ルートポートおよび指定ポートをフォワーディングステートにすばやく移行するこ

とにより、スパニングツリーの高速コンバージェンスを可能にします。deviceスタックで
は、クロススタック高速移行（CSRT）機能がRSTPと同じ機能を実行します。RSTPまた
は CSRTを使用しなければ、MSTPは稼働できません。

スパニングツリープロトコルの設定
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サポートされるスパニングツリーインスタンス

PVST+または Rapid PVST+モードでは、deviceまたはdeviceスタックは最大 128のスパニング
ツリーインスタンスをサポートします。

MSTPモードでは、deviceまたはdeviceスタックは最大 65のMSTインスタンスをサポートしま
す。特定のMSTインスタンスにマッピング可能な VLAN数に制限はありません。

スパニングツリーの相互運用性と下位互換性

MSTPおよび PVST+が混在したネットワークでは、Common Spanning-Tree（CST）のルートは
MSTバックボーンの内側に配置する必要があり、PVST+ deviceを複数のMSTリージョンに接
続することはできません。

ネットワーク内に Rapid PVST+を実行しているdevicesと PVST+を実行しているdevicesが存在
する場合、Rapid PVST+ devicesと PVST+ devicesを別のスパニングツリーインスタンスに設定
することを推奨します。Rapid PVST+スパニングツリーインスタンスでは、ルート deviceは
Rapid PVST+ deviceでなければなりません。PVST+インスタンスでは、ルート deviceは PVST+
deviceでなければなりません。PVST+devicesはネットワークのエッジに配置する必要がありま
す。

すべてのスタックメンバーが、同じバージョンのスパニングツリーを実行します（すべて

PVST+、すべて Rapid PVST+、またはすべてMSTP）。

表 2 : PVST+、MSTP、Rapid PVST+の相互運用性と互換性

Rapid PVST+MSTPPVST+

あり（PVST+に戻る）あり（制限あり）ありPVST+

あり（PVST+に戻る）ありあり（制限あり）MSTP

対応あり（PVST+に戻る）あり（PVST+に戻る）Rapid PVST+

STPおよび IEEE 802.1Qトランク

VLANトランクに関する IEEE 802.1Q規格は、ネットワークのスパニングツリーストラテジに
一定の制限を設けています。この規格では、トランク上で使用できるすべての VLANに対し
て、1つのスパニングツリーインスタンスしか認められません。ただし、IEEE 802.1Qトラン
クを介して接続される Cisco devicesのネットワークにおいて、devicesはトランク上で許容され
る VLANごとに 1つのスパニングツリーインスタンスを維持します。

IEEE 802.1Qトランクを介してCisco deviceを他社製のデバイスに接続する場合、Cisco deviceは
PVST+を使用してスパニングツリーの相互運用性を実現します。RapidPVST+がイネーブルの
場合、deviceはPVST+ではなくRapidPVST+を使用します。deviceは、トランクの IEEE802.1Q
VLANのスパニングツリーインスタンスと他社の IEEE 802.1Q deviceのスパニングツリーイン
スタンスを結合します。

スパニングツリープロトコルの設定
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ただし、PVST+または Rapid PVST+の情報はすべて、他社製の IEEE 802.1Q devicesからなる
クラウドにより分離された Cisco devicesによって維持されます。Cisco devicesを分離する他社
製の IEEE 802.1Qクラウドは、devices間の単一トランクリンクとして扱われます。

PVST+は IEEE802.1Qトランクで自動的に有効になるので、ユーザー側で設定する必要はあり
ません。アクセスポートおよび ISL（スイッチ間リンク）トランクポートでの外部スパニング
ツリーの動作は、PVST+の影響を受けません。

VLANブリッジスパニングツリー

シスコVLANブリッジスパニングツリーは、フォールバックブリッジング機能（ブリッジグ
ループ）で使用し、DECnetなどの IP以外のプロトコルを 2つ以上の VLANブリッジドメイ
ンまたはルーテッドポート間で伝送します。VLANブリッジスパニングツリーにより、ブリッ
ジグループは個々の VLANスパニングツリーの上部にスパニングツリーを形成できるので、
VLAN間で複数の接続がある場合に、ループが形成されないようにします。また、ブリッジン
グされている VLANからの個々のスパニングツリーが単一のスパニングツリーに縮小しない
ようにする働きもします。

VLANブリッジスパニングツリーをサポートするには、一部のスパニングツリータイマーを
増やします。フォールバックブリッジング機能を使用するには、deviceで IPサービスフィー
チャセットをイネーブルにする必要があります。

スパニングツリー機能のデフォルト設定

表 3 :スパニングツリー機能のデフォルト設定

デフォルト設定機能

VLAN 1上でイネーブルイネーブルステート

Rapid PVST+（PVST+とMSTPはディセーブ
ル）

スパニングツリーモード

32768デバイス priority

128スパニングツリーポートプライオリティ（イ

ンターフェイス単位で設定可能）

1000 Mb/s：4

100 Mb/s：19

10 Mb/s：100

スパニングツリーポートコスト（インター

フェイス単位で設定可能）

128スパニングツリー VLANポートプライオリ
ティ（VLAN単位で設定可能）

スパニングツリープロトコルの設定
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デフォルト設定機能

1000 Mb/s：4

100 Mb/s：19

10 Mb/s：100

スパニングツリー VLANポートコスト
（VLAN単位で設定可能）

helloタイム：2秒

転送遅延時間：15秒

最大エージングタイム：20秒

転送保留カウント：6 BPDU

スパニングツリータイマー

Cisco IOS Release 15.2(4)E以降では、デフォルトの STPモードは Rapid PVST+です。（注）

スパニングツリー機能の設定方法

スパニングツリーモードの変更

スイッチは次の 3つのスパニングツリーモードをサポートします。Per-VLAN Spanning-Tree
Plus（PVST+）、RapidPVST+、またはマルチスパニングツリープロトコル（MSTP）。デフォ
ルトでは、device Rapid PVST+プロトコルを実行します。

デフォルトモード以外のモードをイネーブルにする場合、この手順は必須です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. spanning-tree mode {pvst | mst | rapid-pvst}
4. interface interface-id

5. spanning-tree link-type point-to-point
6. end
7. clear spanning-tree detected-protocols

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スパニングツリープロトコルの設定

14

スパニングツリープロトコルの設定

スパニングツリー機能の設定方法



目的コマンドまたはアクション

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

スパニングツリーモードを設定します。spanning-tree mode {pvst | mst | rapid-pvst}

例：

ステップ 3

すべてのスタックメンバーは、同じバージョンのス

パニングツリーを実行します。
スイッチ(config)# spanning-tree mode pvst

• PVST+をイネーブルにするには、pvstを選択し
ます。

• MSTPをイネーブルにするには、mstを選択し
ます。

• rapidPVST+をイネーブルにするには、rapid-pvst
を選択します。

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 4

有効なインターフェイスとしては、物理ポート、

スイッチ(config)# interface GigabitEthernet1/0/1 VLAN、ポートチャネルなどがあります。VLAN ID
の範囲は 1～ 4094です。指定できるポートチャネ
ルの範囲は 1～です。

このポートのリンクタイプがポイントツーポイント

であることを指定します。

spanning-tree link-type point-to-point

例：

ステップ 5

このポート（ローカルポート）をポイントツーポイ

ントリンクでリモートポートと接続し、ローカルスイッチ(config-if)# spanning-tree link-type
point-to-point

ポートが指定ポートになると、deviceはリモートポー
トとネゴシエーションし、ローカルポートをフォ

ワーディングステートにすばやく変更します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

スイッチ(config-if)# end

device上のいずれかのポートがレガシー IEEE802.1D
device上のポートに接続されている場合は、このコ

clear spanning-tree detected-protocols

例：

ステップ 7

スパニングツリープロトコルの設定
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目的コマンドまたはアクション

マンドにより device全体のプロトコル移行プロセス
を再開します。

スイッチ# clear spanning-tree detected-protocols

このステップは、このdeviceで Rapid PVST+が稼働
していることを指定deviceが検出する場合のオプショ
ンです。

スパニングツリーのディセーブル化

スパニングツリーはデフォルトで、VLAN 1およびスパニングツリー限度を上限として新しく
作成されたすべての VLAN上でイネーブルです。スパニングツリーをディセーブルにするの
は、ネットワークトポロジにループがないことが確実な場合だけにしてください。

スパニングツリーがディセーブルでありながら、トポロジにループが存在していると、

余分なトラフィックが発生し、パケットの重複が無限に繰り返されることによって、ネッ

トワークのパフォーマンスが大幅に低下します。

注意

この手順は任意です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. no spanning-tree vlan vlan-id

4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

vlan-idに指定できる範囲は 1～ 4094です。no spanning-tree vlan vlan-id

例：

ステップ 3

スパニングツリープロトコルの設定
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目的コマンドまたはアクション

スイッチ(config)# no spanning-tree vlan 300

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

スイッチ(config)# end

ルートデバイスの設定

特定の VLANで deviceをルートとして設定するには、spanning-tree vlan vlan-id rootグローバ
ルコンフィギュレーションコマンドを使用して、deviceのプライオリティをデフォルト値
（32768）から、それより大幅に小さい値に変更します。このコマンドを入力すると、ソフト
ウェアが各 VLANについて、ルート devicesのdeviceプライオリティを確認します。拡張シス
テム IDをサポートするため、deviceは指定された VLANの自身のプライオリティを 24576に
設定します。この値によって、このdeviceを指定された VLANのルートに設定できます。

レイヤ 2ネットワークの直径（つまり、レイヤ 2ネットワーク上の任意の 2つのエンドステー
ション間deviceの最大ホップカウント）を指定するには、diameterキーワードを指定します。
ネットワーク直径を指定すると、deviceはその直径を持つネットワークに最適なhelloタイム、
転送遅延時間、および最大エージングタイムを自動的に設定します。その結果、コンバージェ

ンスに要する時間が大幅に短縮されます。helloキーワードを使用して、自動的に計算される
helloタイムを上書きできます。

この手順は任意です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. spanning-tree vlan vlan-id root primary [ diameter net-diameter

4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スパニングツリープロトコルの設定
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目的コマンドまたはアクション

スイッチ# configure terminal

指定された VLANのルートになるように、deviceを
設定します。

spanning-tree vlan vlan-id root primary [ diameter
net-diameter

例：

ステップ 3

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、

スイッチ(config)# spanning-tree vlan 20-24 root
primary diameter 4

またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。

•（任意）diameter net-diameterには、任意の 2つ
のエンドステーション間devicesの最大数を指定
します。範囲は 2～ 7です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

スイッチ(config)# end

次のタスク

ルートdeviceとしてdeviceを設定した後で、spanning-tree vlan vlan-id hello-time、spanning-tree
vlan vlan-id forward-time、および spanning-tree vlan vlan-id max-ageグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用して、helloタイム、転送遅延時間、および最大エージングタイム
を手動で設定することは推奨できません。

セカンダリルートデバイスの設定

deviceをセカンダリルートとして設定すると、deviceプライオリティがデフォルト値（32768）
から 28672に変更されます。このプライオリティでは、deviceがプライマリルート deviceが失
敗した場合の、指定されたVLANのルートdeviceになる可能性があります。ここでは、その他
のネットワーク devicesが、デフォルトのdeviceプライオリティの 32768を使用しているために
ルート deviceになる可能性が低いことが前提となっています。

このコマンドを複数のdeviceに対して実行すると、複数のバックアップルートdevicesを設定で
きます。spanning-tree vlan vlan-id root primaryグローバルコンフィギュレーションコマンド
でプライマリルート deviceを設定したときと同じネットワーク直径および helloタイム値を使
用してください。

この手順は任意です。

手順の概要

1. enable

スパニングツリープロトコルの設定
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2. configure terminal
3. spanning-tree vlan vlan-id root secondary [ diameter net-diameter

4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

指定された VLANのセカンダリルートになるよう
に、deviceを設定します。

spanning-tree vlan vlan-id root secondary [ diameter
net-diameter

例：

ステップ 3

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、

スイッチ(config)# spanning-tree vlan 20-24 root
secondary diameter 4

またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。

•（任意）diameter net-diameterには、任意の 2つ
のエンドステーション間devicesの最大数を指定
します。指定できる範囲は 2～ 7です。

プライマリルート deviceを設定したときと同じネッ
トワーク直径を使用してください。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

スイッチ(config)# end

スパニングツリープロトコルの設定
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ポートプライオリティの設定

deviceが deviceスタックのメンバーである場合、spanning-tree [ vlan vlan-id] port-priority
priorityインターフェイスコンフィギュレーションコマンドの代わりに、spanning-tree [
vlan vlan-id] cost costインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して、
フォワーディングステートにするインターフェイスを選択する必要があります。最初に

選択させるインターフェイスには、低いコスト値を割り当て、最後に選択させるインター

フェイスには高いコスト値を割り当てます。

（注）

この手順は任意です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. spanning-tree port-priority priority

5. spanning-tree vlan vlan-id port-priority priority

6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 3

有効なインターフェイスは、物理ポートおよびポー

トチャネル論理インターフェイス（port-channel
port-channel-number）です。

スイッチ(config)# interface gigabitethernet 1/0/2

インターフェイスのポートプライオリティを設定し

ます。

spanning-tree port-priority priority

例：

ステップ 4

スパニングツリープロトコルの設定
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目的コマンドまたはアクション

priorityに指定できる範囲は 0～ 240で、16ずつ増
加します。デフォルトは 128です。有効な値は 0、スイッチ(config-if)# spanning-tree port-priority 0

16、32、48、64、80、96、112、128、144、160、
176、192、208、224、240です。その他の値はすべ
て拒否されます。値が小さいほど、プライオリティ

が高くなります。

VLANのポートプライオリティを設定します。spanning-tree vlan vlan-id port-priority priority

例：

ステップ 5

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、

スイッチ(config-if)# spanning-tree vlan 20-25
port-priority 0

またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。

• priorityに指定できる範囲は 0～ 240で、16ず
つ増加します。デフォルトは 128です。有効な
値は 0、16、32、48、64、80、96、112、128、
144、160、176、192、208、224、240です。そ
の他の値はすべて拒否されます。値が小さいほ

ど、プライオリティが高くなります。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

スイッチ(config-if)# end

パスコストの設定

この手順は任意です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. spanning-tree cost cost

5. spanning-tree vlan vlan-id cost cost

6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スパニングツリープロトコルの設定
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目的コマンドまたはアクション

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 3

有効なインターフェイスは、物理ポートおよびポー

スイッチ(config)# interface gigabitethernet 1/0/1 トチャネル論理インターフェイス（port-channel
port-channel-number）です。

インターフェイスのコストを設定します。spanning-tree cost cost

例：

ステップ 4

ループが発生した場合、スパニングツリーはパスコ

ストを使用して、フォワーディングステートにする
スイッチ(config-if)# spanning-tree cost 250 インターフェイスを選択します。低いパスコストは

高速送信を表します。

costの範囲は 1～ 200000000です。デフォルト値は
インターフェイスのメディア速度から派生します。

VLANのコストを設定します。spanning-tree vlan vlan-id cost cost

例：

ステップ 5

ループが発生した場合、スパニングツリーはパスコ

ストを使用して、フォワーディングステートにする
スイッチ(config-if)# spanning-tree vlan 10,12-15,20
cost 300

インターフェイスを選択します。低いパスコストは

高速送信を表します。

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、
またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。

• costの範囲は 1～ 200000000です。デフォルト
値はインターフェイスのメディア速度から派生

します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

スイッチ(config-if)# end

スパニングツリープロトコルの設定
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show spanning-tree interface interface-id特権 EXECコマンドによって表示されるのは、リンク
アップ動作可能状態のポートの情報だけです。そうでない場合は、show running-config特権
EXECコマンドを使用して設定を確認してください。

VLANのデバイスプライオリティの設定
deviceのプライオリティを設定して、スタンドアロンdeviceまたはスタックにあるdeviceがルー
トdeviceとして選択される可能性を高めることができます。

このコマンドの使用には注意してください。deviceのプライオリティを変更する場合は通
常、spanning-tree vlan vlan-id root primaryおよび spanning-tree vlan vlan-id root secondary
グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用することを推奨します。

（注）

この手順は任意です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. spanning-tree vlan vlan-id priority priority

4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

VLANのdeviceプライオリティの設定spanning-tree vlan vlan-id priority priority

例：

ステップ 3

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、

スイッチ(config)# spanning-tree vlan 20 priority
8192

またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。

スパニングツリープロトコルの設定
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目的コマンドまたはアクション

• priorityの範囲は 0～ 61440で、4096ずつ増加
します。デフォルトは 32768です。この値が低
いほど、deviceがルートdeviceとして選択される
可能性が高くなります。

有効なプライオリティ値は4096、8192、12288、
16384、20480、24576、28672、32768、36864、
40960、45056、49152、53248、57344、61440で
す。その他の値はすべて拒否されます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

スイッチ(config-if)# end

helloタイムの設定
helloタイムはルートdeviceによって設定メッセージが生成されて送信される時間の間隔です。

この手順は任意です。

手順の概要

1. enable
2. spanning-tree vlan vlan-id hello-time seconds

3. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

VLANの helloタイムを設定します。helloタイムは
ルート deviceによって設定メッセージが生成されて

spanning-tree vlan vlan-id hello-time seconds

例：

ステップ 2

送信される時間の間隔です。このメッセージは、

deviceが活動中であることを表します。スイッチ(config)# spanning-tree vlan 20-24
hello-time 3

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、
またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。
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目的コマンドまたはアクション

• secondsに指定できる範囲は1～10です。デフォ
ルトは 2です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 3

スイッチ(config-if)# end

VLANの転送遅延時間の設定
この手順は任意です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. spanning-tree vlan vlan-id forward-time seconds

4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

VLANの転送時間を設定します。転送遅延時間は、
スパニングツリーラーニングステートおよびリス

spanning-tree vlan vlan-id forward-time seconds

例：

ステップ 3

ニングステートからフォワーディングステートに

スイッチ(config)# spanning-tree vlan 20,25
forward-time 18

移行するまでに、インターフェイスが待機する秒数

です。

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、
またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。
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目的コマンドまたはアクション

• secondsに指定できる範囲は4～30です。デフォ
ルトは 15です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

スイッチ(config)# end

VLANの最大エージングタイムの設定
この手順は任意です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. spanning-tree vlan vlan-id max-age seconds

4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

VLANの最大エージングタイムを設定します。最大
エージングタイムは、deviceが再設定を試す前にス

spanning-tree vlan vlan-id max-age seconds

例：

ステップ 3

パニングツリー設定メッセージを受信せずに待機す

る秒数です。スイッチ(config)# spanning-tree vlan 20 max-age 30

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、
またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。
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目的コマンドまたはアクション

• secondsに指定できる範囲は6～40です。デフォ
ルトは 20です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

スイッチ(config-if)# end

転送保留カウントの設定

転送保留カウント値を変更することで、BPDUのバーストサイズを設定できます。

このパラメータをより高い値に変更すると、（特に Rapid PVST+モードで）CPUの使用
率に大きく影響します。逆に、この値を低く設定すると、セッションによってはコンバー

ジェンスを抑えることができます。この値は、デフォルト設定で使用することを推奨し

ます。

（注）

この手順は任意です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. spanning-tree transmit hold-count value

4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

スパニングツリープロトコルの設定
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目的コマンドまたはアクション

1秒間停止する前に送信できる BPDU数を設定しま
す。

spanning-tree transmit hold-count value

例：

ステップ 3

valueに指定できる範囲は 1～ 20です。デフォルト
値は 6です。スイッチ(config)# spanning-tree transmit hold-count

6

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

スイッチ(config)# end

スパニングツリーステータスのモニタリング
表 4 :スパニングツリーステータス表示用のコマンド

アクティブインターフェイスに関するスパニ

ングツリー情報だけを表示します。

show spanning-tree active

インターフェイス情報の詳細サマリーを表示

します。

show spanning-tree detail

指定したVLANのスパニングツリー情報を表
示します。

show spanning-tree vlan vlan-id

指定したインターフェイスのスパニングツリー

情報を表示します。

show spanning-tree interface interface-id

指定したインターフェイスのスパニングツリー

portfast情報を表示します。
show spanning-tree interface interface-id portfast

インターフェイスステートのサマリーを表示

します。または STPステートセクションのす
べての行を表示します。

show spanning-tree summary [totals]

スパニングツリーカウンタをクリアするには、clear spanning-tree [interface interface-id]特権
EXECコマンドを使用します。
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